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第６学年 国語科学習指導案
日 時 平成１７年１０月１４日（金）６校時

児 童 男５名 女１０名 計１５名

指導者 岩 渕 淳 也

筆者の考えを受け止め、自分の考えを伝えよう１ 単元名

「平和のとりでを築く」 大牟田 稔教材名

２ 単元について

（１）児童観

物語文や説明文を読み、登場人物の心情をとらえたり内容をとらえたりすることを苦手と

。 、 「 」している子どもが多い 今年度の４月に実施したＮＲＴの学力検査では 国語の 読むこと

は全国正答率６１．３％に対して、学年正答率は６０．１％で、全国比は９８であった。説

明文の読みにおいては 「叙述に即して読む」と「要点の読み取り」の設問で不正解の児童、

が多いという実態であった。そこで、前単元の「生き物はつながりの中に」という教材文で

は、キーワードを手がかりとして大事な文を見つけることに重点を置いて指導してきた。そ

の結果、大事な文を見つけ、キーワードを入れて要約する力が少しずつではあるが育ってき

た。また、要旨をまとめる学習では、要旨と自分の考えを２つのまとまりに分けて書くこと

を重点に置いて指導した。その結果、少しではあるが感想だけではなく自分の考えも書くこと

ができるようになってきた。

本単元においては、６年間の説明文の学習の総まとめとして、説明文の学習の仕方を振り

、 、 、返り 筆者の考えや文章表現について吟味し 筆者が何を伝えたいのかを一人一人がとらえ

自分の「意見」や「主張」を発信する学習へと発展させていきたい。

（２）教材観

第５学年及び第６学年の「読むこと」の指導目標は 「目的に応じ、内容や要旨を把握し、

ながら読むことができるようにするとともに、読書を通して考えを広めたり深めたりしよう

とする態度を育てる」である。また、本教材の中心となる指導事項は「読みの視点に沿って

要点をとらえること 「文章構成や叙述から筆者の伝えたいことをとらえること」と「筆者」

の考えをふまえ、平和について、自分の考えを明確にして読むこと」である。

第５学年での説明文の学習においては、文章構成をとらえ、要点をまとめたり要約してい

くことで、筆者の考えをとらえる学習を中心に行ってきている。第６学年では、内容や筆者

の考えを読み取るだけでなく、それらに対しての自分の意見を持ち、発信していく活動まで

広げていきたいと考える。

この教材は、世界遺産の「原爆ドーム」について、その足跡をたどりながら、保存するこ

との意義、平和のとりでを築く人類の営みの尊さなどを訴えている。この文章は「話題提示

～原爆ドームの歴史～世界遺産となるまでの歴史～まとめ」ととらえることができる。特に

話題提示とまとめの段落に筆者の思いが強く表れている。それだけでなく、原爆ドームが世

界遺産になるまでの歩みや人々の行動を述べた文章の構成で、戦争の悲惨さや平和を守って

いくことの大切さや歴史的な見方や地球規模的な見方の大切さも読み手に伝えようとしてい

る。今年は戦後６０年という節目の年にも当たるので、こうした見方や考え方に接し、平和

について考えることはとても大切なことである。

以上のことから、本教材においては「原爆ドーム」が世界遺産になるまでの歴史的な順序

や人々の願いをとらえるとともに、筆者が伝えたいことを正確にとらえ、自分の考えをもつ

ことができるようにしていきたい。

（３）指導観

現代の日本においては、欲しい物がすぐ手に入り、電化製品の普及で快適な生活を送るこ

とができる。戦争やテロは遠い国のこととして、平和の大切さやありがたみを感じることも
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なく生活している。それだけに、平和の中にいて「平和」について考えると「平和でよか

った」と安易にとらえてしまうおそれがある。

そこで、単元に入る前に戦争についての資料や図書を自由に閲覧できるようにし、社会的

なできごとに関心を持てるようにしておく。

「つかむ」段階では、反復Ａにおいて、今までの説明文における学習の仕方（文章構成、

中心文の読みとりなど）が身に付いているかを確かめ、これからの学習においての支援の一

助としたい。単元全体の学習の流れや平和についての意見文を書くことを確認し、ゴールを

意識した学習活動ができるようにしていきたい。

「ふかめる」段階では、文章構成や語句に着目しながら、段落ごとに読んでいく。それら

はすべて筆者の思いにつながっていることが理解できるようにしたい。段落ごとにとらえた

ことに対して、常に自分の考えを持つようにして、筆者の主張を受けて自分の考えを明確に

まとめる活動へとつなげていきたい。

「広げる」段階では 「自分の考えを発信しよう」という教材のもと 「平和のとりでを、 、

築く」の学習でまとめた自分の読みについて、テーマを絞っていく。資料や図書を調べたり

取材活動したりすることを通して、テーマに迫っていき、その中で自分の考えを明確に持た

。 、 。せるようにしていく それを 他へ発信したり意見文を書いたりする活動へとつなげていく

反復Ｂにおいては、教材文の読みを確かめるために、文章構成や叙述から筆者の主張を読

み取る問題とそれに対する自分の考えを書く問題、今までの説明文の学習のまとめとなる問

題を設ける。

「個人カルテ」は、一人一人の説明文の学習の学び方を評価し、学習の仕方がしっかり身

に付いていない児童への支援方法を考えるために活用していきたい。また、一人一人の戦争

や平和についての考えや思いを把握し、それらを明確に発信できるように支援するための資

料としても活用していきたい。

３ 単元目標

（１）筆者の訴えを受けて自分なりの考えをもち 「平和」について関心を持って読んだり、話し、

合ったり、書いたりしようとしている。 （国語への関心・意欲・態度）

（２）自分の考えを明確に表現するための資料を選んだり、効果的な文章の組み立てを考えたりし

。 （ ）て文章を書くことができる 書くこと

（ ） 、 。 （ ）３ 文章の叙述に即して 筆者の伝えたいことをとらえることができる 読むこと

（４）文章の構成や語句の使い方から筆者の考えをまとめ、それを受けた自分の考えをもつことが

。 （ ）できる 読むこと

（ ） 、 。 （ ）５ 文章全体のおおまかな構成と 部分の役割を理解することができる 言語事項

４ 単元の指導と評価規準（１７時間扱い）

過程 時 学習活動（指導内容） 評価規準〈評価方法〉

関心・意欲・態度 読むこと 言語事項「平和のとりでを築く」

１ ＊反復Ａ（読エ） ・今までに学習し ・文章構成や中心 ・新出漢字を正し

「文章の構成を考え、要点 たことを想起し 文について理解 く読んだり、書

。つ をまとめる問題」に取り て問題に取り組 し、筆者の意見 いたりしている

。 。組む。 もうとしている をとらえている

か 発言・プリント 〈プリント〉 〈ミニテスト〉〈 〉

２ ・単元名、リード文、題名 ・題名から感じた ・単元構成を理解 ・国語辞典を使っ

む から学習への構えを持つ ことを書いたり し、これからの活 て語句の意味を。

・教科書の単元構成と学習 発表したりしよ 動の見通しを持っ 調べている。

のゴールを知り、学習の うとしている。 ている。

見通しを持つ。 〈発言・ノート〉 〈観 察〉 〈観 察〉
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３ ・題名と第１段落から読み ・読みの課題を考え ・筆者の思いをと ・題名に使われて

の課題を共通認識し、全 ようとしている。 らえ、読みの課 いる言葉の意味

文を読む。 題を理解してい ついて理解して

る。 いる。

〈発言・ノート〉 〈発言・ノート〉 〈ノート・発言〉

４ ・第２～８段落を読み、原 ・原爆ドームの保 ・原爆ドームが保 ・指示語が指して

爆ドームが保存されるよう 存について自分 存されるように いる内容について

になったわけをとらえる。 の考えを書いた なったわけをと 理解している。

り発表したりし らえている。

。ふ ようとしている

〈発言・ノート〉 〈発言・ノート〉 〈発言・ノート〉

５ ・第９～１２段落を読み原 ・筆者の考えを読 ・原爆ドームが世 ・事実と考えを区

爆ドームが世界遺産とな み取ろうとして 界遺産となった 別して理解して

か 本 ったわけをとらえる。 いる。 わけをとらえて いる。

時 いる。

〈発言・ノート〉 〈ノート・発言〉 〈ノート〉

６ ・第１３段落から、筆者の ・筆者の考えをと ・筆者の考えを理 ・文末表現の違い

。め 考えをとらえる。 らえようとして 解している。 を理解している

いる。

〈観察・ノート〉 〈ノート・発言〉 〈ノート・発言〉

７ ・筆者の伝えたいことを読 ・視点について進 ・筆者が伝えたい ・視点に沿った書

る み確かめるための視点に んで考えようと ことをとらえて き込みをしてい

ついて話し合う。 している。 いる。 る。

・視点に沿って書き込みを

して、まとめる。 〈観察・ノート〉 〈ノート〉 〈ノート・発言〉

８ ・読み深めたことを交流し ・自分の考えをま ・自分の読みをもと ・考えと理由を明、

筆者の伝えたいことに対 とめようとして にして、筆者の考 らかにして文章

しての考えをまとめる。 いる。 えに対する考えを を書いている。

まとめている。

〈観察・ノート〉 〈ノート〉 〈ノート〉

関心・意欲・態度 書くこと 言語事項「 」自分の考えを発信しよう

９ ・パネルディスカッション ・自分のテーマを持 ・自分のテーマを ・テーマについて調

の方法を知り、テーマを とうとしている。 具体的に書いて べることを具体的

決める。 いる。 に書いている。

広 〈ノート〉 〈ノート〉 〈ノート〉

１０ ・テーマについて、様々な ・進んで調べよう ・調べたことを必 ・言葉の意味を辞

方法を使って調べる。 としている。 要に応じてメモし 典で調べたり、

げ ている。 わかりやすい言

葉に置き換えた

りしている。

る 〈観 察〉 〈ノート・発言〉 〈ノート〉

１１ ・調べたことから、テーマ ・自分の意見を持 ・考えと理由が明 ・段落構成を考え

について自分の意見を考 とうとしている らかな文章を書 ながら文章を書。

える。 いている。 いている。

〈観察・ノート〉 〈ノート〉 〈プリント〉
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１２ ・考えの似ている友だちと ・進んで意見を交 ・友だちの考えか ・自分の意見に新た

交流し、さらに考えをま 流しようとして ら深めたことを な内容を付け加え

とめる。 いる。 まとめている たり、別な表現を。

使って書いたりし

ている。

〈観 察〉 〈ノート〉 〈ノート〉

１３ ・立場をはっきりさせてパ ・友だちの発表に ・友だちの考えと ・聞いたことから

ネルディスカッションを 質問や感想を持 比べて考えたこ 感想を持ってい

行う。 とうとしている とを書いている る。。 。

〈観 察〉 〈ノート〉 〈ノート・発言〉

広 １４ ・意見文に書くことがらを ・進んで文章構成 ・意見が伝わるよう ・メモを活用して

整理し、文章の構成を考 を考えようとし に文章構成を考え 書く事柄を整理

える。 ている。 ている。 している。

〈観察・ノート〉 〈ノート〉 〈ノート〉

１５ ・意見文を書きまとめる。 ・進んで意見文を書 ・自分の意見を明 ・接続語や指示語

げ こうとしている。 確にした意見文 を効果的に使っ

を書いている。 て文章を書いて

いる。

〈観 察〉 〈ノート〉 〈ノート〉

１６ ・説明文の学び方、パネル ・学習したことの ・自分の学習を振り ・意見文の書き方

、 。る ディスカッションの仕方 成果を振り返ろ 返って、感想を書 を理解している

意見文の書き方について うとしている。 いている。

振り返る。 〈発言・ノート〉 〈観察・ノート〉 〈発言・ノート〉

１７ ＊反復Ｂ（読イ） ・進んで課題に取 ・筆者の考えとそれ ・説明文の読み方

。「文章の構成をとらえて、 り組もうとして に対する自分の考 を理解している

筆者の考えをとらえる問 いる。 えを書いている。

題」に取り組む。 〈観 察〉 〈プリント〉 〈プリント〉

（５／１７）５ 本時の指導

（１）授業の構想

「一人学び」では、既習の学習を生かして、世界遺産となるまでの経緯を年号と人々の動き

や世界遺産となった理由についてもまとめるようにする。原爆ドームが世界遺産となったこと

についての自分の意見を考えるようにする。

（２）目 標（本時のねらい）

、 。原爆ドームが世界遺産となったことを 筆者はどのように考えているかとらえることができる

（３）展 開 一人学び キーワード

段階 学 習 活 動 ・指導上の留意点 （○◎評価 〈評価方法〉）

１ 前時の学習を振り返る。 ・掲示を利用して前時の学習方法や内容を振り返

見 ることができるようにする。

通

す ２ 本時の学習課題をつかむ。

４

。 〈 〉分 ○学習課題がわかったか 観 察

原爆ドームが世界遺産となったのは、

なぜだろう。
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３ 第９段落を読み、原爆ドームが世界

遺産となるまでの大まかな流れをつかむ。 ・大きくはっきりとした声で読むことを読みのめ

（１）一斉読みをする。 あてとする。

（２）一人学びでまとめる。 ・まとめかたについては、全体で確認する。

○原爆ドームが世界遺産となるまでの経緯を大ま

。 〈 〉かにとらえることができたか ノート

・自分の学びを確かなものにし、全体の学びで理

（３）全体で確かめる。 解を深めるようにする。

ふ ４ 第１０～１１段落を読み、世界遺産の定

義と原爆ドームが世界遺産となるまでの筆

、者の考えをとらえる。 ・世界遺産となっているものの規模や歴史にふれ

（１）リレー読みをする。 原爆ドームと比較できるようにする。

・平和への願いが市民の願いから世界の人々の願

か （２）世界遺産の定義をとらえる。 いにまで広がったことをつかめるようにする。

（３）筆者の考えをとらえる。 ○原爆ドームが世界遺産となるまでの筆者の考え

。 〈 〉をとらえることができたか 発言・ノート

め ５ 第１２段落を読み、原爆ドームが世界遺

産となったわけをまとめる。

（１）個人読み、指名読みをする。

（２）一人学びでまとめる。

る

（３）全体でたしかめ、キーワードを考

える。

３６ ・まとめ終わった子どもには、原爆ドームが世界

分 遺産になったことに対する自分の考えを書くよ

うに促す。

振 ６ 自己評価カードに記入し、感想を発 ○進んで学習に取り組むことができたか。

り 表する。 ○筆者の考えがわかったか。

。返 ○友だちのよさや学習についての感想が書けたか

〈 〉る 自己評価カード

５ ７ 次時の学習内容を知る。 ・次時は第１３段落から筆者の考えを読み取る学

分 習であることを知らせる。

「原爆ドーム 「核兵器 「記念碑」」 」

◎筆者の考えををまとめることができたか。

〈ノート・発言〉

。Ａ 筆者の考えを的確にとらえてまとめている

例「原爆ドームは、核兵器は不必要だと世界

に警告する記念碑だからである 」。

Ｂ 筆者の考えをキーワードを入れてまとめて

いる。

例「原爆ドームは、未来の世界で核兵器を二

度と使ってはいけない、むしろ不必要だ

と、世界の人々に警告する記念碑だから

である 」。

Ｃへの支援

・筆者の考えが強く表れている文に着目でき

るようにする。

・原爆ドームが別の言葉で表現されているこ

とに着目できるようにする。

・ 原爆ドーム」を主語として 「～だからで「 、

ある 」という文を作るようにする。。

筆者は、原爆ドームが世界遺産

となったことを、どのように考え

ているかまとめましょう。

原爆ドームが世界遺産となるま

でのようすをまとめよう。
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６ 板書計画

７ 自己評価カード
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８ 教材分析

「 平 和 の と り で を 築 く 」

言語事項 〈キーワード〉原爆ドーム 年月 保存 原爆 建物 世界遺産

平和 核兵器 記念碑 とりで 世界の遺産

〈指示語〉この その あの それ

〈接続語〉そして また それは しかし

〈文末表現〉～る。 ～た （事実を表す）。

～という （伝聞を表す）。

～なのだ （主張、考えを表す）。

要 点 ① 「原爆ドーム」が世界遺産となるまでの年月を思わずにはいられなかった。

② 「原爆ドーム」は、１９１５年に完成した。

③ この建物は多くの市民に親しまれていた。

④ １９４５年、原子爆弾がこの建物の近くの上空で爆発した。

⑤ この建物は全焼はしたものの、丸屋根の部分の鉄骨がドームの形となった。

⑥ 戦後、原爆ドームを保存するか、取りこわしてしまうか、議論が続いた。

⑦ １９６０年、市民の意見が原爆ドーム保存へと固まった。

⑧ 原爆ドームには補強工事がくり返され、今の形を保っている。

⑨ １９９２年から１９９６年まで、原爆ドームを世界遺産にしようという活動が

続いた。

⑩ 世界遺産とは、文化遺産と、自然遺産を保護していく制度である。

⑪ 原爆ドームが世界遺産と決定したとき、世界の人々の平和を求める気持ちの強

さを感じた。

⑫ 原爆ドームは、核兵器が不必要だと警告する記念碑である。

⑬ 原爆ドームは、人の心に平和のとりでを築くための世界の遺産なのだ。

文章構成 話題提示 ①

「原爆ドーム」の歴史 ②～⑤

「原爆ドーム」保存までの歩み ⑥～⑧

「原爆ドーム」が世界遺産となるまでの歩み ⑨～⑪

まとめ ⑫

筆者の考え ⑬

筆者の思い 原爆ドームが世界遺産となったとき、この建物がたどってきた年月を思わずには

いられなかった。原子爆弾が投下されたとき、この建物は、全焼はしたもののれん

がと鉄骨は残った。市民中心の保存運動が高まり、補強工事が繰り返されてきた。

さらに、世界の人々の平和を求める強い気持ちが原爆ドームを世界遺産にした。原

爆ドームは、人々の心に核兵器や戦争を許さず、平和を守っていく強い意志を築く

ための世界の遺産なのだ。

発 展 戦争や平和についての自分の考えや意見を書きまとめる。さらに、それを他へ伝

える活動をする。
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９ 個人カルテ

「平和のとりでを築く」 個人カルテ「平和のとりでを築く」 個人カルテ
名前

・戦争や平和への関心 ◎ ○ △

・文章の読み取り ◎ ○ △

・音読（正確に大きな声でよめる） ◎ ○ △実

・漢字を書く力 ◎ ○ △

・文字を書くスピード ◎ ○ △態

・作 文 ◎ ○ △

・集中力 ◎ ○ △

初

発

の

感

想

その他
単元の評価規準表による

評 価
読むことにそった評価

Ａ Ｂ Ｃ今までの学習が身に付いている （反復Ａ）。

Ａ Ｂ Ｃ学 初発の感想をもつ。

Ａ Ｂ Ｃ習 読み課題、文章構成がわかる。

Ａ Ｂ Ｃの 原爆ドームが保存されたわけがわかる。

Ａ Ｂ Ｃ実 原爆ドームが世界遺産となったわけがわかる。

Ａ Ｂ Ｃ態 筆者の考えがわかる。

Ａ Ｂ Ｃ筆者が伝えたいことを視点に沿って読み取っている。

Ａ Ｂ Ｃ筆者の考えに対する自分の考えを書いている。

・ 平和のとりでを築く」単元テスト 点単 「

元

・読みの確かめ（反復Ｂ） 点終

了
・戦争や平和への意見が書ける。 Ａ Ｂ Ｃ

文章の構成や語句の使い方から筆者の考えや伝えたいことを読み取り、

それに対する自分の考えをまとめる。
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